
＜実施内容＞

＜記録写真＞

１．ウェルカムパーティ（春）（秋）
　4月入学及び10月入学の新入留学生を歓迎するため、5月18日と10月19日に熊本大学グローバル教育カレッジ及
び熊本大学工学部百周年記念館においてウェルカムパーティを開催しました。パーティーでは、各大学代表の留学
生からの挨拶や、県内大学生で構成されたサークルによる「よさこい」の演舞が披露され､賑やかな雰囲気の中、県
内の他大学に所属する留学生や日本人学生と交流を深めました。

２．留学生・日本人学生交流キャンプ
・国際ボランティアワークキャンプ
　第14回目となる国際ボランティアワークキャンプは、8月7日～9日に国立阿蘇青少年交流の家を会場として、「Next
stage　～受け継ぐキセキ　新たなる道～」をテーマに実施しました。
キャンプは、高校生84名、外国人留学生1人、外国人学生3人、計88名が参加し、興梠 寛 氏の基調講演に始まり、
キャンプファイヤーでの全体交流会、「差別と偏見について考えよう」「平和」「児童労働」「子どもの権利」「情報」「地
域医療」「多文化共生」の7つのテーマに分かれての分科会活動、分科会全体報告会を行いました。
・グローバルワークキャンプ
　第7回目となるグローバルワークキャンプは、8月20日～23日に国立阿蘇青少年交流の家を会場として、「Let’s
create our future」をテーマに実施しました。
キャンプは、外国人留学生4名、外国人学生3名、日本人学生34名、計41名が参加し、伊達 文香 氏の基調講演に始
まり、「教育」「環境」「観光」「防災とリーダーシップ」の4つのテーマに別れての分科会活動、分科会全体報告会を行
いました。

３．熊本を知ろう「熊本をさるく」
　11月16日に「熊本をさるく」を開催しました。外国人留学生14名、高校生10名、スタッフほか9名、計33名が参加し、
地域ボランティアガイドと一緒に修復が進むの熊本城周辺、熊本市中心部を5つのコースに別れて歩き、熊本の歴史
や文化について学びました。
その後、熊本市国際交流会館を会場として、学んだ内容について撮影した写真を交えながら、日本語で発表会を行
いました。

４．多文化共生留学生シンポジウム
　多文化共生留学生シンポジウムは、12月7日に熊本市国際交流会館を会場として、「留学生に聞いてみよう！～私
の熊本観～」をテーマに開催しました。
当日は、県内各大学の外国人留学生10人がテーマに基づき発表しました。
シンポジウムには、外国人留学生10名、日本人学生8名、地域の方12名、スタッフほか10名、計40名が参加しまし
た。
後半は、毎年恒例となっている日本の伝統行事である餅つきを行いました。熊本城おもてなし武将隊のリードで外国
人留学生、県内大学生及び高校生と地域住民の方々が交替で餅つき体験しました。参加者はつきたての餅を味わ
い、楽しい師走のひとときを過ごしました。
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＜参加者からのコメント＞
Mさん（中国） Sさん（日本）
　私が留学した熊本には、現在残っている歴史的建
造物だけでなく、無くなってしまったけれど深い歴史
を持つ場所がたくさんあることに驚きました。もっと
多くの人に知ってほしいです。この歴史溢れるイベ
ントに魅了され、充実した一日を過ごすことができま
した。
I was surprised to see not only historic buildings
remaining today but also to realize that there are
so many places with long and profound history
which are gone now. I was fascinated by this
historic event and had a wonderful day.

　留学生の熊本観を直接聞くことができてとても面
白かったです。留学生の生の声を聞くことで、改め
て熊本の良さを再認識しました。これからも留学生
との交流イベントがあれば積極的に参加し、グロー
バルな視野を拡げたいと思います。
It was great to hear the international students'
perspectives on Kumamoto. Listening to their
presentations made me re-realize the virtue of
Kumamoto. If there is another event like this, I will
willingly participate to broaden my horizons.
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